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海外旅行傷害保険 商品概要
「海外旅行傷害保険」は、海外旅行中のこんなトラブルに備える保険です。

万一、渡航先でケガをしたり病気にかかった場合（新型コロナウイルス陽性も対象）、
現地での治療費用や、医師の指示による入院・宿泊費用なども補償の対象となります。

転倒して脚を骨折してしまい、
高額な治療費がかかった
（治療費用補償）

スーツケースの車輪が
こわれてしまった
（携行品損害補償）

リュックに入れた持ち物が
盗まれてしまった
（携行品損害補償）

搭乗予定の航空機が
6時間以上遅延し、
宿泊が必要となった
（航空機遅延補償）

お店にあった商品を
壊してしまった
（賠償責任補償）

ケガをしたり病気にかかった場合、治療費用補償付きの補償なら以下も補償対象です。

補償内容の概要はこちらからご確認ください。

保険にかかわるトラブル以外で困ったときも、
海外旅行アシスタンスセンターにご相談できるので安心です！

海外旅行傷害保険の概要

医師の診察費用、処置費用

医師の指示により宿泊施設で静養するときの宿泊施設の客室費用

治療のために必要な通訳費用

帰国便変更が生じた場合の交通費、宿泊費

保険金請求のために必要な医師の診断書費用

○

○

○

○

○

保険金の種類

傷害死亡
保険金

保険金をお支払いする主な場合 お支払いする保険金 保険金をお支払いできない主な場合

被保険者が旅行行程中の急激かつ偶然な
外来の事故によるケガが原因で、事故の
発生の日からその日を含めて180日以内
に死亡された場合

傷害死亡保険金額の全額を死亡
保険金受取人にお支払いします。
※同一のケガにより既に傷害後
遺障害保険金をお支払いして
いる場合には、その金額を差し
引いた残額をお支払いします。

①保険契約者、被保険者または保険金受
取人の故意または重大な過失

②被保険者の自殺行為、犯罪行為または
闘争行為

③被保険者の自動車などの無資格・酒気帯び
運転中の事故。被保険者が麻薬などにより
正常な運転ができないおそれがある状態
での自動車などの運転中の事故

＊補償される「保険金の種類」は、お申込みになる保険プランまたは保険契約証で必ずご確認ください。
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海外旅行傷害保険の概要
保険金の種類

傷害死亡
保険金

傷害後遺障害
保険金

疾病死亡
保険金

賠償責任
保険金

保険金をお支払いする主な場合 お支払いする保険金 保険金をお支払いできない主な場合

④被保険者の脳疾患、病気または心神喪失
⑤被保険者の妊娠、出産、早産または流産
⑥被保険者に対する外科的手術その他の
医療処置（保険金を支払うべきケガの治
療によるものである場合は、お支払いの
対象になります。）

⑦被保険者に対する刑の執行
⑧戦争、外国の武力行使、革命、政権奪
取、内乱、武装反乱などその他これらに
類似の事変

⑨核燃料物質による事故、放射線照射ま
たは放射能汚染

⑩危険な運動等（＊1）を行っている間に生
じたケガ

など

被保険者が旅行行程中の急激かつ偶然
な外来の事故によるケガが原因で、事故
の発生の日からその日を含めて180日
以内に後遺障害を被った場合

後遺障害の程度に応じて傷害後
遺障害保険金額の4%～100%を
お支払いします。
※傷害後遺障害保険金額が保険
期間中のお支払い限度となり
ます。

傷害死亡の①～⑩のほか、
・被保険者が訴える頸部症候群（いわゆる
「むちうち症」）、腰痛等の症状で医学
的他覚所見のないもの

など

被保険者が、
a.責任期間中に病気で死亡された場合
b.責任期間中に発病した病気または責
任期間中に原因が発生し責任期間終
了後72時間以内に発病した病気で、
責任期間終了日からその日を含めて
30日以内に死亡された場合（責任期
間終了後72時間を経過するまでに医
師の治療を開始し、かつその後も治
療を継続していた場合に限ります。）
c.責任期間中に感染した特定の感染症
（＊2）により責任期間終了日からその
日を含めて30日以内に死亡された場合

疾病死亡保険金額の全額を死亡
保険金受取人にお支払いします。

傷害死亡の①、②、⑦～⑨のほか、
・被保険者が被ったケガに起因する病気
・被保険者の妊娠、出産、早産または流産
に起因する病気
・被保険者の歯科疾病
・山岳登はん（＊3）を行っている間に発病
した高山病

など

被保険者が旅行行程中に生じた偶然な
事故により、他人の身体の障害や他人の
財物の破損について、法律上の損害賠
償責任を負った場合
※ルームキーを含むホテルなどの宿泊施
設の客室、賃貸業者から借りた旅行用
品等はお支払いの対象になります。

1回の事故につき、賠償責任保険
金額を限度として損害賠償金お
よび費用（訴訟費用等）をお支払
いします。
※賠償金額の決定には事前に当
社の承認が必要となりますので
ご相談ください。

傷害死亡の⑧、⑨のほか、
・保険契約者または被保険者の故意
・被保険者の職務遂行に直接起因する損
害賠償責任
・被保険者の同居の親族および旅行行程を
同じくする親族に対する損害賠償責任
・被保険者が所有、使用または管理する
財物の破損について、その財物につい
て正当な権利を有する者に対して負担
する損害賠償責任
・被保険者の心身喪失に起因する損害賠
償責任
・航空機、船舶（＊4）、車両（＊5）、銃器
の所有、使用または管理に起因する損
害賠償責任

など

＊1「危険な運動等」 については、6 ページをご覧ください。

＊2「特定の感染症」の詳細は 6 ページをご覧ください。
＊3「山岳登はん」とは、ピッケル、アイゼン、ザイル、ハンマー等の登山用具を
　　使用するものをいいます。

＊4 「船舶」：原動力が専ら人力であるもの、ヨット、水上オートバイはお支払いの
　　　　　　対象になります。
＊5 「車両」：原動力が専ら人力であるもの、ゴルフ場の乗用カート、レジャー目的で
　　　　　　使用中のスノーモービルはお支払いの対象になります。
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海外旅行傷害保険の概要
保険金の種類 保険金をお支払いする主な場合 お支払いする保険金 保険金をお支払いできない主な場合

治療・
救援費用
保険金

被保険者が、
a.責任期間中に急激かつ偶然な外来の
事故によるケガを直接の原因として、
医師の治療を要した場合
b.責任期間中に発病した病気、責任期
間中に原因が発生し責任期間終了後
72時間以内に発病した病気を直接の
原因として、責任期間終了後72時間
を経過するまでに医師の治療を開始
した場合
c. 責任期間中に感染した特定の感染症
（＊6）を直接の原因として、責任期間
終了日からその日を含めて30日を経
過するまでに医師の治療を開始した
場合

実際に支出した治療費用等で社
会通念上妥当な金額をお支払い
します。ただし、ケガの場合は事
故の発生の日から、病気または
特定の感染症の場合は治療開始
日から、それぞれその日を含めて
180日以内に必要となった費用
に限ります。
・医師の診察費、処置費用および
手術費（緊急移送費、病院を
利用できない場合や医師の指
示により静養するための宿泊
施設客室料などを含みます。）
・治療のために必要となった通
訳雇入費、交通費
・義手および義足の修理費（ケ
ガの場合のみお支払いの対象
となります。）
・保険金請求のために必要な医
師の診断書費用
・入院により必要となったA.国
際電話料等通信費、B.身の回
り品購入費（5万円限度）。た
だし、AとBとの合計で20万円
が限度となります。
・旅行離脱後、当初の旅行行程
に復帰または直接帰国するた
めに必要な交通費や宿泊費
・法令に基づき、公的機関より、
病原体に汚染された場所また
は汚染された疑いがある場所
の消毒を命じられた場合の消
毒費用　　　　　　　　 など

被保険者が、
d.責任期間中の急激かつ偶然な外来の
事故によるケガまたは責任期間中に
発病した病気を直接の原因として、継
続して３日以上入院した場合（病気に
ついては責任期間中に医師の治療を
開始していた場合に限ります。）
e.責任期間中に被保険者が搭乗してい
る航空機もしくは船舶が行方不明に
なった場合もしくは遭難した場合
f. 責任期間中における急激かつ偶然な
外来の事故によって被保険者の生死
が確認できない場合または緊急な捜
索・救助活動を要する状態となったこ
とが警察等の公的機関により確認さ
れた場合（ただし、被保険者の生死が
判明した後に発生した費用は、お支払
いの対象外になります。）

保険契約者、被保険者または被
保険者の親族が実際に支出した
救援費用等で社会通念上妥当な
金額をお支払いします。
・捜索救援費用
・救援者の現地までの往復航空
運賃等の交通費（救援者3名
分まで)

・救援者の宿泊施設の客室料
（救援者 3名分まで、かつ、1名
につき14日分まで）
・現地からの移転費用（払戻し
を受けた金額、自己負担する
ことを予定していた金額、治
療費用部分で支払われるべき
金額は除きます。）
・救援者の渡航手続費、現地での
諸雑費（合計で20万円限度）
・遺体処理費用（100万円限度）

など
※１回のケガ・病気・事故につき
治療・救援費用保険金額がお
支払い限度となります。

傷害死亡の⑦～⑩のほか、
・被保険者の自殺行為、犯罪行為または
闘争行為（被保険者の自殺行為でその
行為の日からその日を含めて180日以
内に死亡したときは、救援費用部分はお
支払いの対象になります。）
・被保険者の自動車などの無資格・酒気
帯び運転中の事故（事故の発生の日から
その日を含めて180日以内に死亡したと
きは、救援費用部分はお支払いの対象
になります。）。被保険者が麻薬などに
より正常な運転ができないおそれがある
状態での自動車などの運転中の事故。
・被保険者の妊娠、出産、早産または流産
に起因する病気（責任期間中に死亡し
たときは、救援費用部分はお支払いの
対象になります。）
・被保険者の歯科疾病
・山岳登はん（＊7）を行っている間に
発病した高山病

・被保険者が訴える頸部症候群（いわゆる
「むちうち症」）、腰痛等の症状で医学
的他覚所見のないもの
・日本国外でのカイロプラクティック、鍼
(はり)または灸(きゅう)による治療のた
めに支出した費用

など
※旅行行程前に原因が発生した病気による
「治療費用」のお支払いはできません。
ただし、「救援費用」で保険金をお支払で
きる場合があります。

治
療
費
用
部
分

救
援
費
用
部
分

＊6「特定の感染症」の詳細は6ページ
をご覧ください。

＊7「山岳登はん」とは、ピッケル、アイゼン、
ザイル、ハンマー等の登山用具を使用
するものをいいます。
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海外旅行傷害保険の概要
保険金の種類 保険金をお支払いする主な場合 お支払いする保険金 保険金をお支払いできない主な場合

携行品損害
保険金

航空機寄託
手荷物遅延等
費用保険金

航空機遅延
費用等保険金

治療・
救援費用
保険金

g.責任期間中に被ったケガまたは行った
自殺行為を直接の原因として、事故の
発生の日からその日を含めて180日
以内に死亡した場合
h.病気または妊娠、出産、早産もしくは
流産を直接の原因として、責任期間中
に死亡した場合
i.責任期間中に発病した病気を直接の原
因として、責任期間が終了した日から
その日を含めて30日以内に死亡した
場合（責任期間中に医師の治療を開
始し、その後も治療を継続していた場
合に限ります。）

救
援
費
用
部
分

被保険者が旅行行程中に携行する携行
品（被保険者が所有または旅行行程開
始前にその旅行のために他人から無償
で借り入れたカメラ、バッグ、衣類等の
身の回り品）が盗難・破損・火災等の偶
然な事故により損害を受けた場合
＜対象に含まれない主な物＞
通貨、小切手、株券、手形その他の有価
証券、印紙、切手、通帳、現金自動支払
機用カード、クレジットカード、稿本、設
計書、図案、帳簿、船舶（ヨット、モー
ターボートおよびボートを含みます。）、
自動車等（付属品を含みます。）、被保険
者が山岳登はん・ハンググライダー搭乗
等を行っている間のその運動用具、ウィ
ンドサーフィン・サーフィン等を行うため
の用具、義歯、義肢、コンタクトレンズ、
動物および植物、商品・製品等、業務用
設備・什器等、データ・ソフトウエア・プ
ログラム等の無体物

など

携行品１つ（１個、１組または１対）
あたり10万円（旅券、乗車券等は
合計5万円）を限度として、時価
額または修繕しうる場合には修
繕費（時価額を限度とします。）
のいずれか低い額をお支払いし
ます。
※携行品損害保険金額が保険期間
中のお支払い限度となります。

傷害死亡の①、③、⑧、⑨のほか、
・携行品の欠陥、または自然の消耗、性質
によるさび、かび、変色、ねずみ食い、
虫食い等
・携行品の機能に支障をきたさない外観
の損害
・携行品の置き忘れまたは紛失
・偶然な外来の事故に直接起因しない携
行品の電気的事故または機械的事故
・差し押え、破壊等の公権力の行使（火
災消防・避難処置による損害、空港等
の安全確認検査における手荷物の錠の
破損は、お支払いの対象になります。）
　　　　　　

など

被保険者が乗客として搭乗する航空機
の到着後6時間以内に、航空会社に寄託
した手荷物が目的地に運搬されなかっ
た場合

到着後96時間以内に目的地で支
払った衣類・生活必需品等の費
用をお支払いします。ただし、寄
託した手荷物が到着した以降に
支払った費用はお支払いしません。
※1回の事故につき10万円がお支
払い限度となります。

傷害死亡の⑧、⑨のほか、
・保険契約者、被保険者または保険金受
取人の故意もしくは重大な過失または
法令違反
・地震もしくは噴火またはこれらによる
津波　　

など

被保険者が、
a.乗客として搭乗予定の航空機の6時間
以上の出発遅延、欠航、運休、搭乗予
約受付業務の不備による搭乗不能も
しくは乗客として搭乗した航空機の
着陸地変更により出発予定時刻から
6時間以内に代替機が利用できない
場合
b.搭乗した航空機の遅延等により乗継
地から出発する搭乗予定の航空機に
搭乗できず乗継地への到着時刻から
6時間以内に出発機の代替機が利用
できない場合

実際に支出したホテル客室料、
食事代、交通費等の費用等で社
会通念上妥当な金額をお支払い
します。
※1回の事故につき2万円がお支払
い限度となります。

傷害死亡の⑧、⑨のほか、
・保険契約者、被保険者または保険金受
取人の故意もしくは重大な過失または
法令違反
・地震もしくは噴火またはこれらによる
津波

など
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海外旅行傷害保険の概要
保険金の種類 保険金をお支払いする主な場合 お支払いする保険金 保険金をお支払いできない主な場合

旅行中の
事故による緊急
費用保険金

キャンセル費用
保険金

（航空券等補償型）

責任期間中に生じた予期せぬ偶然な事
故がもとで、被保険者が責任期間中に以
下の費用の負担を余儀なくされた場合
a.交通費 b.宿泊施設の客室料 c.通信費
d.渡航手続費 e.サービス取消料等 f.食
事代 g.身の回り品購入費
※公的機関等により事故証明がなされる
場合に限ります。
※f.については、乗客として搭乗予定の航
空機の6時間以上の出発遅延、欠航、運
休、搭乗予約受付業務の不備による搭
乗不能の場合または乗客として搭乗した
航空機の着陸地変更の場合に限ります。
※g.については、乗客として搭乗する航空
機の到着後6時間以内に、航空会社に寄
託した手荷物が目的地に運搬されな
かった場合で到着後96時間以内に目的
地で支払った費用に限ります。

被保険者が保険責任期間中に生じた以
下のいずれかの事由により、旅行サービス
について搭乗を取りやめ、被保険者がそ
の費用（取消料・違約料など）を負担し
た場合
・被保険者などが空港や駅に向かうた
めに利用する交通機関のうち、運行時
間が定められているものに運休・欠航
または１時間を超える遅延が発生した
場合

・被保険者などが空港や駅に向かうた
めに自動車など（原動機付自転車を
含みます）を運転している間または乗
車している間にその自動車などに対
人・対物の交通事故が発生した場合や、
被保険者などが使用する自動車など
が故障し自力走行不能となった場合

・被保険者などに対して日本もしくは外
国の官公署の命令、外国の出入国規制
または感染症による隔離が発せられた
場合

・被保険者などのペット（犬もしくは猫）
が死亡または危篤になった場合や、傷
病により獣医師の診察を受け動物病
院で手術を受けたまたはその傷病を
直接の原因として入院を開始した場
合（盲導犬・聴導犬・介助犬などの身
体障害者補助犬も含みます。）

・被保険者などが搭乗日またはその前
日に第三者の葬儀に参列した場合

・旅行サービスの目的地（被保険者など
が旅行サービスにおいて訪問を予定
している場所をいいます。）において
被保険者などが参加予定のイベント
が搭乗日（搭乗日が複数ある場合は、
搭乗日ごとに適用します。）までに中
止されたまたは開催日時が変更され
た場合。ただし、中止または開催日時
の変更の発表までに事前にイベントの
入場券などを取得または確定予約（イ
ベントへの参加を確定させる予約を
いい、仮予約や抽選申込などは含みま

被保険者が実際に支出した左記
の費用のうち、社会通念上妥当
と認められる金額、または同等
の事故に対して通常負担する費
用に相当する金額をお支払いし
ます。ただし、払戻しを受けた金
額、自己負担することを予定して
いた金額は除きます。
※a.～f.の合計で、旅行中緊急費用
保険金額が保険期間中のお支払
い限度となります。
※f.については、旅行中緊急費用保
険金額の10％が保険期間中のお
支払い限度となります。
※g.については、旅行中緊急費用
保険金額の2倍が保険期間中の
お支払い限度となります。

その費用に対し保険契約証記載
の保険金支払割合を乗じた金額
をキャンセル費用保険金として
お支払いします（保険契約証記
載のキャンセル費用保険金額を
限度とします）。なお、被保険者
などが旅行サービスに搭乗する
前にキャンセル事由が発生した
場合に限ります。

傷害死亡の②、③、⑦～⑩のほか、
・保険契約者、被保険者または保険金受
取人の故意もしくは重大な過失または
法令違反
・被保険者の妊娠、出産、早産、流産もし
くはこれらに起因する病気の発病
・被保険者の歯科疾病の発病または症
状の悪化
・被保険者が訴える頸部症候群（いわゆ
る「むちうち症」）、腰痛等の症状で医
学的他覚所見のないもの
・地震もしくは噴火またはこれらによる
津波
・運行時刻が定められていない交通機関
の遅延、欠航、運休
・保険料領収前または責任期間開始前の
原因

など

傷害死亡の⑧、⑨の他、
・保険加入者、被保険者または同行者の
故意もしくは重大な過失または法令違反

・被保険者または同行者の自殺行為、犯罪
行為または闘争行為

・被保険者または同行者の自動車などの
無資格・酒気帯び運転中の事故。被保
険者が麻薬などにより正常な運転がで
きないおそれがある状態での自動車な
どの運転中の事故。

・被保険者または同行者に対する刑の執行
・地震もしくは噴火またはこれらによる津波
・旅行サービスを提供する運送機関があ
らかじめ定める搭乗基準などを満たさず
搭乗できなかった場合

・キャンセルする理由が保険契約前に発生
していた場合

・自己都合や社会情勢への不安を理由とし
たキャンセルの場合　など

※上記の他、旅行サービスを提供する事
業者の破産、解散または未払債務の不
能もしくは支払遅延によって生じた費
用についてはお支払いの対象となりま
せん。

せん。）していたとき、かつ、その入場
券などの有効期間内に行われるイベン
トがすべて中止されたまたは開催日
時が変更されたときに限ります。

・被保険者などの妊娠の判明または被
保険者などが出産、早産もしくは流産
（切迫早産および切迫流産を含む）し
た場合

・被保険者と同行者との間で離婚が発
生した場合

・被保険者などの勤務する会社が倒産し
た場合

※「旅行サービス」とは、保険契約証記
載の航空券などに関するサービスを
いいます。

※「被保険者など」とは、被保険者また
は同行者をいいます。
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◆「特定の感染症」とは、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に規定する一類から四類の感染症、
　 指定感染症（政令により一類から三類の感染症と同程度の措置が講じられる場合に限ります。）をいいます。
◆危険な運動等とは、以下のとおりです。

・山岳登はん（ピッケル、アイゼン、ザイル、ハンマー等の登山用具を使用するもの、ロッククライミングをいい、登る壁の高さが5ｍ以下の
ボルダリングを除く。）、リュージュ、ボブスレー、スカイダイビング、ハンググライダー搭乗、超軽量動力機（モーターハンググライダー、
マイクロライト機、ウルトラライト機）搭乗、ジャイロプレーン搭乗その他これらに類する危険な運動
・自動車、オートバイ、モーターボート、ゴーカート、スノーモービル等による競技、競争、興行、試運転

DSR-687-001（2510）

海外旅行傷害保険の概要
保険金の種類 保険金をお支払いする主な場合 お支払いする保険金 保険金をお支払いできない主な場合

キャンセル費用
保険金

（航空券等補償型）

被保険者が保険責任期間中に生じた以
下のいずれかの事由により、旅行サービス
について搭乗を取りやめ、被保険者がそ
の費用（取消料・違約料など）を負担し
た場合
・被保険者などが空港や駅に向かうた
めに利用する交通機関のうち、運行時
間が定められているものに運休・欠航
または１時間を超える遅延が発生した
場合

・被保険者などが空港や駅に向かうた
めに自動車など（原動機付自転車を
含みます）を運転している間または乗
車している間にその自動車などに対
人・対物の交通事故が発生した場合や、
被保険者などが使用する自動車など
が故障し自力走行不能となった場合

・被保険者などに対して日本もしくは外
国の官公署の命令、外国の出入国規制
または感染症による隔離が発せられた
場合

・被保険者などのペット（犬もしくは猫）
が死亡または危篤になった場合や、傷
病により獣医師の診察を受け動物病
院で手術を受けたまたはその傷病を
直接の原因として入院を開始した場
合（盲導犬・聴導犬・介助犬などの身
体障害者補助犬も含みます。）

・被保険者などが搭乗日またはその前
日に第三者の葬儀に参列した場合

・旅行サービスの目的地（被保険者など
が旅行サービスにおいて訪問を予定
している場所をいいます。）において
被保険者などが参加予定のイベント
が搭乗日（搭乗日が複数ある場合は、
搭乗日ごとに適用します。）までに中
止されたまたは開催日時が変更され
た場合。ただし、中止または開催日時
の変更の発表までに事前にイベントの
入場券などを取得または確定予約（イ
ベントへの参加を確定させる予約を
いい、仮予約や抽選申込などは含みま

せん。）していたとき、かつ、その入場
券などの有効期間内に行われるイベン
トがすべて中止されたまたは開催日
時が変更されたときに限ります。

・被保険者などの妊娠の判明または被
保険者などが出産、早産もしくは流産
（切迫早産および切迫流産を含む）し
た場合

・被保険者と同行者との間で離婚が発
生した場合

・被保険者などの勤務する会社が倒産し
た場合

※「旅行サービス」とは、保険契約証記
載の航空券などに関するサービスを
いいます。

※「被保険者など」とは、被保険者また
は同行者をいいます。


